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ヘッドライン　 グリーンイノベーションの 
技術と化学 Part 1

　炭素循環社会の構築や環境問題への取り組みに対し，化学が果たす役割への期待は大きな
ものがある。社会の成長・発展と環境の維持を，トレードオフの関係ではなく，双方向的に
持続的な好循環が生まれるような関係を構築していく必要があり，その実現のために新たな
技術開発が求められている。そこで，こうした新技術への取り組みやその現状，実現しつつ
あるプロセス等について解説していただく。
　本ヘッドラインは第 10 号との連載とし，第 9号ではおもに水素を中心とした新時代のエ
ネルギー利用について解説していただく。
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次号ヘッドライン グリーンイノベーションの技術と化学 Part 2

　奈良女子大学附属中等教育学校は，明治 44 年創立の奈良女子高等師範学校附属
高等女学校を起源としています。自由・自主・自立の精神が伝統的に受け継がれて
おり，この精神は教育活動においても，考える・討論する・表現する活動に組み込
まれています。SSH指定 4期目では，「飛躍知」をキーワードに，学校全体の探究
活動を発展させる「6年一貫共創型探究カリキュラム」を構築し，未来社会を創出
する市民リーダーを育成しています。

表紙の言葉　奈良女子大学附属中等教育学校


